
湖西大学校への交換留学 月例報告書（5月分） 
 

留学先大学：湖西大学校 
氏名：村松果歩 

 

◎留学生活中の体調管理について 
季節の変わり目だったことやミセモンジ、アレルギーの影響で 5月初旬に体調を崩し

ました。それまでも何度か些細な体調不良は経験しており、その度に日本から持参した
市販薬で対処していたのですが、今回は発熱を含め薬が効かないほど体調を崩してしま
ったため、病院にかかりました。学校周辺に病院はなく、バスに乗って市街地に出るし
かないのですが、幸いなことに事務の担当の方が車で連れて行ってくださりました。韓
国では点滴処置が一般的で、薬の処方に加えて点滴を打ってもらいました。こちらに来
てから知ったのですが、留学生も韓国の国民保険に加入する必要があり、月 5000 円程
度支払いをしています。保険適用で診察、点滴、薬などすべて合わせても 4000 円程度
でした。異国で病院にかかる経験が初めてだったため、不安も多く、病院に行くかどう
かも悩んだほどでした。しかし、事務の担当の方がいつも気にかけてくださり、学校や
寮の生活などでも不便なことや困ったことがあった際には助けて下さるため、今回も思
い切ってお願いすることが出来ました。 
 
◎ソウルでのボランティア活動について 
バディの提案で、ソウルで行われたごみ拾いのボランティア活動に参加してきました。 

大学生が中心となって行っている活動で、学外の人との交流が出来、良い経験になりま
した。来学期も様々な学外活動に参加したいと思います。 
 
◎キャンピングデイ 

19、20 日に学校の敷地内でキャンピングデイというイベントが行われ、日本人留学
生 4 名で参加しました。参加費はなんと無料なうえ、テントや食事の提供もありまし
た。サークルによる公演や特技自慢などの催しがあり、充実した時間を過ごせました。 
 
◎期末考査 

5 月末から 6月の初めにかけて期末考査がありました。論述式の試験に加え、チーム
ごとの発表も必要でした。課題の準備をしながら、韓国人学生の情報収集能力や思考の
力、PPTのクオリティの高さに驚かされるばかりで、韓国語で授業、課題についていく
ことがどれだけ厳しいものなのか思い知らされました。来学期は専門科目以外の講義も
履修したいと考えているので、夏季休暇の間により語学力を磨き上げたいと思います。 

  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  


